
2024 年度第 3 回常任幹事会議事録 

 

日 時 2024 年 11 月 11 日（月) 14 時 00 分～16時30分 

場 所 WEB 会議／日本分析化学会会議室（ハイブリッド）

出席者： 

［支部長］四宮 ［副支部長］菅原、平山、敷野、宮下 ［監事］津越、安田 

［常任幹事］青木、板橋、稲川、植田、上野、梅林、岡村、坂元、島田、豊田、中村、西垣、南、山口 

［幹事］齋藤、鈴木（悠）［参与］山本 

 

欠席者：  

［常任幹事］伊藤、勝又、桑田、東海林、菅沼、高橋（由）、高橋（豊）、西島、古庄、沼子 

 

1. 前回議事録確認 

2024 年度関東支部幹事会（7 月 16 日開催）議事録＜四宮支部長＞ 

・議事録【公開済】について確認された。 

 

2. 報告事項 

1. 会計報告＜敷野副支部長＞ 

正味財産増減計算書、貸借対照表について報告があり，承認された。特筆すべき点として， 

講演会収入が当初予定より増えており，今年度内にさらに増える予定であることが説明された。 

 

2. 理事会報告＜安田理事＞ 

口頭で以下の報告があった。 

支部への分配金，未来戦略構想WGについて，年会討論会の予定，年会討論会WGについて（本部主催の

年会について）議論されている。 

・未来戦略構想WGの追加情報：「ぶんせき」誌の冊子体化などが議論されている。 

3. 各誌編集委員会報告＜四宮支部長／南常任幹事／梅林常任幹事＞ 

・「ぶんせき」：10/25の編集委員会についての口頭報告があった。記事の収集，執筆依頼，編集委員

の閲読などについて議論された。 

・「分析化学」：9/9，11/6の編集委員会についての口頭報告があった。HPの改定，電子化・ネットワー

ク化，特集号についてなどが議論された。 

・「AnalSci」：年会開催時（9/13）に開催した編集委員会についての口頭報告があった。 

 

4. 各地区活動報告＜各地区担当＞ 

新潟＜梅林常任幹事＞：資料にもとづき，11/1に開催された新潟地区部会研究発表会の報告があった。 

群馬・栃木＜稲川常任幹事＞：資料にもとづき，12/6開催予定の群馬・栃木地区分析技術交流会の説明

があった。 

茨城＜坂元常任幹事＞：資料にもとづき，12/13開催予定の茨城地区分析技術交流会の説明があった。 

千葉＜西垣常任幹事＞：資料にもとづき，1/29開催予定の千葉分析化学交流会の説明があった。 

 

5. 若手の会活動報告＜岡村常任幹事＞ 

資料にもとづき，11/22開催予定の令和6年度日本分析化学会関東支部若手交流会の説明があった。 

 

6. 分析イノベーション交流会活動報告＜豊田常任幹事＞ 

資料にもとづき，本年度の活動（近畿，関東・東海でのものつくり技術交流会，分析イノベーショ

ンフォーラム，分析コンシェルジュ，令和6年度分析イノベーション交流会）についての報告があ

った。 

 

7. 支部主催セミナー報告＜敷野副支部長＞ 



分析化学基礎セミナー，分析化学の基本と安全セミナーについて口頭で報告があった。 

 

8. 分析イノベーションフォーラム助成募集の件 ＜宮下副支部長＞ 

2024年度については助成無し，ということを口頭で報告があった。また，本事業について議論さ

れ，凍結が決定された。なお，2024年度の助成予定金は当該年度の予算に組み入れ，別用途の経費

とすることとした。 

 

9. 支部表彰募集の件＜四宮支部長＞ 

関東支部「新世紀賞」・「新世紀新人賞」募集について、10/31締切での募集状況と今後の予定につい

て口頭で報告があった。 

 

10. 第 73 年会報告＜安田理事（第 73 年会実行委員長）＞ 

資料にもとづき，参加者1166名，懇親会参加者281名で年会が開催されたこと，良かった点・反省点・

改善点についての報告があった。 

 

11. 本部・支部・研究懇談会連絡会議報告＜四宮支部長＞ 

9/11に開催された本部・支部・研究懇談会連絡会議について，口頭で報告があった。各支部，研究懇談

会の交流・情報交換の場として重要な会議である。 

 

12. 関東支部ニュースの発行について＜島田常任幹事＞ 

今年度の関東支部ニュースの記事の依頼状況などについて口頭で報告があった。 

 

13. 新世紀賞・新世紀新人賞授賞式及び新年会の開催準備状況について ＜青木常任幹事＞ 

2025年1月20日に関東支部幹事会，新世紀賞・新世紀新人賞授賞式及び新年懇親会を開催する旨口頭で

説明があった。 

 

14. その他＜四宮支部長＞ 

本部から，各支部の学会誌の編集委員の担当について依頼があったことが口頭で報告された（11月末日

締切）。 

 

3. 協議事項 

1. 学会賞等候補者推薦委員会開催について＜四宮支部長＞ 

本部の賞，関東支部の賞などに関わる委員に関する連絡があった。 

 

2. 分析イノベーションフォーラム助成研究成果報告会について＜宮下副支部長＞ 

報告会の日程について説明と議論があり，本年度内の適当な時期に行うことで決定した。 

 

3. 「基礎分析化学実習」講習会実施のための委員会設置について ＜四宮支部長＞ 

コロナ前には6件の実習・講習会があった。現在全て止まっているが，まずは「基礎分析化学実習」か

ら再開する旨，説明があった。再開のための委員会を設置することが了承された。 

 

4. その他＜四宮支部長＞ 

・名誉会員の推薦について説明があり，承認された。 

・関東支部参与の幹事会出席に伴う旅費支給について説明があり，規定の改定を含めて今後の検討課題

とすることになった。 

 

4. その他 

・四宮支部長より，個人情報取扱規程が変わったため，今後はそれに沿って幹事会や年会・討論会

を運営していく旨の説明があった。 

・貸借対照表の固定資産（特定預金），支部長と本部理事の関係について事務局長から説明があ



り，今後の検討となることになった。 

以上 

 



 

 


